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�過年度研究の成果

・「わかはとモデル」を活⽤した授業実践
・各学部のつながりを考慮した単元構想や指導内容の検討
・児童⽣徒の「⽣涯学習⼒」が⾼まった姿や変容の共有

【実践】
「授業づくりWG」
「地域とつながるWG」
「オリジナルマップ活⽤推進WG」
【成果】
・学部ごとに「⽣涯学習⼒」を意識し、⽬標を明確に
 設定し、児童⽣徒の「⽣涯学習⼒」を検討すること
 ができた。
・マップを活⽤することで、⾃分を充実させる
（ヒト・モノ・コト）に気付くことができた。
・地域とゆるやかなネットワークを構築するための⽅

法の提案ができた。
・全校縦割りグループで取り組んだことで、児童⽣徒

の将来を⾒通しながら学習内容を検討することがで
きた。

新しい時代で学び続ける児童⽣徒を育てる
∼「⽣涯学習⼒」を⾼める授業づくりを通して∼

 令和３年度は児童⽣徒の「⽣涯学習⼒」を⾼めるた
めの基盤整備について、3つのワーキンググループ
（WG）を⽴ち上げ、研究に取り組んだ。

研究主題設定の理由

 以上の成果を基に、令和４年度の研究では、
これまでの本校での研究成果を⽣かしながら児
童⽣徒がこれからの変化の激しい時代の中でも
⽣涯にわたって学び続ける⼒を⾼めてほしいと
願い、「⽣涯学習⼒」を⾼めるための授業実践
に焦点を当てて「⽣活単元学習」の授業で取り
組むこととした（図１）。

「⽣涯学習⼒」
 主体的にヒト•モノ•コトに関わり
 ⽣涯にわたって学びに向かい成⻑しようとする⼒

研究の⽅法と内容

 研究の⽅法と内容は次の３つである。

 今年度から「⽣涯学習⼒」を⾼める授業づくりの研究に当
たり、本校では学び続ける児童⽣徒を育て、卒業後の将来の
視点を踏まえた「⽣涯学習⼒」を⾼める要素として「わかは
とモデル」を作成した。この「わかはとモデル」は授業づく
りのポイントとして活⽤するものであり、授業づくりを通し
て検証をした（図２）。
 授業づくりを充実するためには児童⽣徒の「⽣涯学習⼒」
が⾼まる姿を教師が具体的に思い描き、「⽣涯学習⼒」を⾼
める要素を授業の中でどのように設定するかなどが重要とな
る。そこで、学部の枠を越えた全校縦割りグループで様々な
意⾒・アイディアを出し合う単元検討会（つながりミーティ
ング）を実施し、「わかはとモデル」の要素の学部間のつな
がりや、授業の中での具体的なアイディアを出し合い、他学
部の視点を授業づくりに⽣かした（図３）。
 児童⽣徒の変容の共有もつながりミーティングの中で進め
た。児童⽣徒の変容や成⻑が⾒られたこと、児童⽣徒の姿、
教師の⾒取りなどの意⾒を出し合い、考察した（図４）。

図２ 「⽣涯学習⼒」を⾼める要素 「わかはとモデル」

図３ 「つながりミーティング」の実施

図４ 児童⽣徒の「⽣涯学習⼒」が⾼まった姿や変容の共有

図１ 「⽣涯学習⼒」の⾼まり

 年5回実施
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�あおば学級（５・６年⽣）「みえない⼒でうごかそう」

「わかはとモデル」における特に⾼めたい要素と児童の姿
【好奇⼼】
・導⼊での教師の⼿本を⾒て「やりたい」「もう⼀回やって」と

伝えたり、⼿を伸ばして触ろうとしたり、じーっと⾒たりする姿
・活動が始まるとすぐおもちゃを⼿に取って活動する姿
・休み時間に、⾵やゴムを使って遊ぶ姿
【試す】
・⾵の強さやゴムの太さなどを変えて何度もやってみる姿
・うまくいかないときにやり⽅を変えてやってみる姿
・「こうするとどうなるかな」などといろいろ試してみる姿

【児童の様⼦】
・4種類のゴムを⾒⽐べて、⾃分で選んだゴムをパチンコに付けて、的

当てをした。
・遊んでいてゴムが外れたときに、友達や教師の使っているゴムの⾊

に注⽬して、新しいゴムを選び、パチンコに付け替えて遊んだ。

【児童の様⼦】
・友達が「ゴムロケット」を⾶ばす様⼦をよく⾒ていた。
・繰り返し友達が⾶ばす様⼦を⾒ることで「ゴムロケット」の⾶ばし

⽅が分かり、⾃分でやってみようとしていた。
・的をたくさん倒す様⼦を⾒て、「２チームでやりたい」など、アイ

ディアが膨らんだ児童もいた。

「エンジョイタイム」の定義

 安⼼できる環境において、⾃分の得意な関わり⽅で、ヒト・モノ・コトに関わる経験を積み重ね、「⽣涯学習⼒」の
素地を育む時間。
 興味・関⼼を広げたり、深めたりすること、⾃分の好きなモノやコトを知ることが、主なねらいである。

〈授業者のしかけ〉
 ゴムの⼒を使ったおもちゃの楽しさを感じられるように、全員で「ゴムロケット」に触れる機会を
設定した。

⾒本の⼀覧を⾒ながらゴムを選ぶ児童

授業づくりの実際

⼩学部の授業づくり

 ⼩学部では、令和３年度より「⽣涯
学習⼒」を⾼めるための授業づくりと
して「エンジョイタイム」を新設し、
⽣活単元学習の中に位置付けて、実践
研究を⾏ってきた（図５）。
 今年度は、「⽣涯学習⼒」を⾼める
ために授業で⼤切にしている要素であ
る「わかはとモデル」を中⼼に授業づ
くりを⾏い、「モデル」の妥当性を検
証すること、児童の姿の⾒取り⽅や評
価の観点を整理することを⽬的とし、
学級ごとに単元を構成した。      

はじめに

〈授業者のしかけ〉
 様々なゴムの⼒を試すことができるように、簡単に着脱できる複数の種類のゴムを⽤意した。

図６ ⼩学部の「わかはとモデル」

図５ ⽣活単元学習における「エンジョイタイム」の位置付け

友達が「ロケット」を⾶ばす様⼦に注⽬する児童
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「⽣涯学習⼒」を⾼める授業づくり

【児童の様⼦】
・⾼くあげている友達のカイトの作り⽅に興味をもち、⾒たり質問したりした。
・画像を⾒て、⾃分のカイトや友達のカイトが⾼くあがっていることに気付いて

嬉しそうにしていた。
・「ここがよかった」などと、写真を指さして具体的によかった点を友達や教師に

伝える姿が⾒られた。

�わかば学級（３・４年⽣）「チャレンジ！カイト」

「わかはとモデル」における特に⾼めたい要素と児童の姿
【夢中】 ・カイトの作り⽅の⼿順が分かり、⾃分なりに素材にじっくり向き合う姿

・繰り返しカイトをあげてみようとする姿
【好奇⼼】・カイトの作り⽅を知りたいと思う姿 ・好きな素材を選んでカイトを作る姿
【⼈と関わる】・⾃分が知っているカイトのあげ⽅や、カイトをあげて気付いたことを友達に伝える姿

・友達の話を聞き、受け⽌める姿 ・⾃分のやりたいことを友達や教師に伝える姿
【試す】 ・⾼くあがる⽅法を考えながら、繰り返しあげようとする姿

【児童の様⼦】
・次に制作するカイトを⾃分たちで選択することで、全員で作る気持ちが⾼まり、

「〇〇さん、ここ押さえてて」「ここの⽳塞いでね」など、児童同⼠で声を掛け
合いながら⼀つのカイトを制作した。

児童の変容

教師の関わり⽅の変容 今後に向けて

 「わかはとモデル」の各要素が膨んだ児童の姿を、
整理・分類することで、「エンジョイタイム」以外の
学習場⾯でも活⽤できる「⽣涯学習⼒」を⾼める視点
を構築できるのではないか。
 児童の姿を複数⼈の視点で⾒取るための⽅法を検討
し、「私の応援計画」との関連を整理することで、児
童⼀⼈⼀⼈の「⽣涯学習⼒」の素地の育成に寄与でき
ると考える。

まとめ

 児童⼀⼈⼀⼈の教育的ニーズから「エンジョイタイム」で扱う内容を検討
し、「わかはとモデル」において、特に膨らませたい要素を整理すること
で、授業中に期待する児童の姿を明らかにすることができた。期待する児童
の姿を引き出すためのしかけづくりを中⼼に授業づくりを⾏った。
 児童がどのようにヒト・モノ・コトに関わり、何を楽しんでいるのか、複
数の教員で児童の姿を⾒取ることで、「⽣涯学習⼒」の素地となる、「わか
はとモデル」の要素の膨らみを⾒⽴てることができた。

〈授業者のしかけ〉
 友達の姿から気付きを促すために、カイトをあげている姿を動画で振り返るなどの場⾯を設定する。

〈授業者のしかけ〉
友達と考えを共有して制作できるように、前時までと同じ⽅法で制作できる複数のカイトを提⽰する。

・新しいことを「やってみよう」とする姿が増えた。
・じっくりモノに関わり、⾃分なりに楽しむ姿が⾒られた。
・「エンジョイタイム」の時間を楽しみにして、⾃由な発想で楽しめるようになってきた。
・⾃分の好きなことをきっかけに、友達のよさに気付き、認める姿が⾒られた。

・題材の設定に幅をもたせて、余暇につながる題
材や単元を検討・実施できた。

・児童に寄り添った⾒取りをすることで、児童の
興味・関⼼を理解しようとする視点をもつこと
ができた。

・「わかはとモデル」の要素を基に児童を⾒取るこ
とで、中学部や⾼等部へのつながりを意識した視
点で成⻑を⾒ることができるようになってきた。

カイトをあげている様⼦を振り返る

「わかばイカカイト」を全員で作る

【夢中】

【好奇⼼】
【⼈と関わる】

【試す】
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�中２ ピザ７∼交流会をしよう∼

「わかはとモデル」における特に⾼めたい要素と⽣徒の姿
【⼈と関わる】
・歌詞を決める場⾯で話合い活動の場を設定することで、⾃分の考えを伝え

たり、友達の意⾒を受け⼊れたりする姿
・ペアやグループの学習で⾃分の気持ちを伝えたり、友達の気持ちを受け⼊

れたりしながら課題解決する姿
・友達やグループのよさを認めたり、知ったりして次に⽣かそうとする姿
【試す】
・これまでの経験を思い出しながら、交流相⼿が喜んでくれるように準備し

たり、⼯夫したりして交流する姿

【⽣徒の様⼦】
・ワークシートの歌詞を⼊れる⾳数を⚫ で表⽰したことで、それを⼿掛か

りにして考えていた。
・「ペアでの話合い」→「全体での話合い」をすることで、3つの意⾒が

出てきた。歌詞が決まるまでに時間がかかったが、みんなの意⾒から歌
詞と振り付けを決めることができた。

【⽣徒の様⼦】
・動画を⾒る場⾯では、他グループも話合いをしていたことが分かり、

友達も頑張っていたことを知ることができた。
・ワークシートへの振り返りの記⼊では、「歌詞を考えることは難しかっ

たけど振り付けを決めることが楽しかった」と記⼊していた。

ピザ７交流会 ピザづくり

〈授業者のしかけ〉
 授業の最後の振り返りで話合いや振り付けの様⼦の動画を⾒る機会を設定する。

授業づくりの実際

中学部の授業づくり

 令和３年度は、⽣徒⼀⼈⼀⼈の「⽣涯学習⼒」を⾼め
るための基盤整備を⾏い、授業実践をしながら必要な要
素を検討した。作業学習を対象授業としたが、作業学習
以外でも「⽣涯学習⼒」を⾼めるための検証が必要と考
えた。そこで、令和4年度は、学校の教育活動全体を通
して児童⽣徒の「⽣涯学習⼒」を⾼めるための要素を精
査し、「わかはとモデル」を作成した。
 ⽣活単元学習を対象授業とし、「わかはとモデル」を
授業づくりのポイントとして活⽤していくこととした。

はじめに

〈授業者のしかけ〉
 ピザ７ダンスの歌詞を決めるために、話合い活動でワークシートやミニキーボードを活⽤する。

ピザ７交流会 プラ板キーホルダーづくり

図７ 中学部の「わかはとモデル」

ペアで歌詞を考えている様⼦

動画で振り返りをする様⼦
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「⽣涯学習⼒」を⾼める授業づくり

【⽣徒の様⼦】
・⽣徒とのやり取りを踏まえて「声の⼤きさ、相⼿の⽬を⾒る、笑顔、名前を呼

ぶ」の中から１〜２つを選んで⽬標にすることで、全員が同じ⽬標に向かって活
動することができた。

�中３ファイブでバイキン０計画∼あたらしいチャレンジPart４∼

「わかはとモデル」における特に⾼めたい要素と⽣徒の姿
【⼈と関わる】
・作り⽅を教える役割を⼯程ごとに設定することで、⾃信をもって⽯けん作りのポイントを伝えながらやり

取りをする姿
【情報を集める】
・⾃分たちが作った⽯けんについての感想を聞くことができるように、ポイントを意識してインタビューし

たり、役割分担をしたりして進める姿
【⾃分を知る】
・⾃分の活動を振り返られるように評価の基準を⽰すことで、全員が同じ⽬標に向かって活動に向かう姿

【⽣徒の様⼦】
・⾃⼰評価に加えて他者評価を取り⼊れたことで、⾃分のうまくできたことや次に

頑張りたいことに向き合えるようになった。

⽣徒の変容

教師の関わり⽅の変容 今後に向けて

 「わかはとモデル」はまだ改善の余地があると感じる。
「私の応援計画」から導き出される⽣徒の思いや願いを⼤
切にしながら授業計画を考えているが、そこに「わかはと
モデル」の要素を組み込んで「私の応援計画」を作成し、
授業づくり、家庭、地域と共に「⽣涯学習⼒」を⾼めてい
くことにつなげていきたいと考える。

まとめ

・⽣徒の主体性に学習の展開を任せ、試⾏錯誤をする、うまくいかない経験を
するなど解決⽅法を調べたり、話し合ったりして⽣徒が考える場の設定を意
図的に取り⼊れた。

・写真や動画で客観的に振り返る時間を授業のまとめで取り⼊れた。⾃分のこ
とを振り返るだけではなく、友達の様⼦についても関⼼をもち、より具体的
な⽬標や次時の⾃分の姿を思い描くことにつながった。

〈授業者のしかけ〉
  評価の基準を具体的に⽰したり、毎時間、本時の⽬標を「めあてのポイント」として提⽰したり
 した。

〈授業者のしかけ〉
  ⽬標に対しての評価基準を簡単な⾔葉やイラストで⽰したり、他者の評価を聞く機会を設定した
 りした。

・⽣徒に任せる場⾯が増えたことで、⽣徒同⼠がタブレット端末を使って調べる、情報を集めるなど仲間
と⼀緒に課題解決する経験を積むことができ、⾃信をもって調べ学習に取り組むようになった。

・「⼀⼈では難しいけど、みんなとやったらできた」「楽しい」など仲間とチャレンジする姿が⾒られる
ようになった。

・クラスで学んだことを他学年や他学部の児童⽣徒に伝える、発表する機会を設定し、相⼿に伝わるため
にはどうしたよいか考える、困った場⾯は⽣徒同⼠で助け合うなど、⾃然な関わりが増えた。

・⾒守る⽀援
・⽣徒の発信を待つ
・できるだけ必要最低限のアドバイスをする
・失敗してもよいというスタンスで⽀援する
・⽣徒の発想やアイディアを活かした授業展開
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�Dスタディ雪グループ 雪グループの挑戦�其の⼆�∼⾏ってみよう！∼

「わかはとモデル」における特に⾼めたい要素と⽣徒の姿
【情報を集める】
・これまでの経験や学びを⽣かしながら、⽣徒間で必要な情報を共有する姿
・電⾞の切符を購⼊するために必要な情報を⾃分が選択した⽅法で収集する姿
【試す】
・⾃分から切符の購⼊練習に繰り返し取り組む姿
・切符の購⼊練習でうまくいかないことがあっても、もう⼀度やってみようとす

る姿

【⽣徒の様⼦】
・写真を⼿掛かりに⾃分がもっている知識について積極的に発⾔しようと

する姿が⾒られた。
・「切符を買う機械」→「券売機」のように、クイズを通して授業で取り

扱うものの名称を確認できた。

【⽣徒の様⼦】
・券売機と同じように作成されたタッチパネル教材に興味をもち、全員意欲

的に練習に取り組んだ。
・購⼊⼿順が途中で分からなくなったり、押すボタンを間違えたりしても、

もう⼀度取り組もうとする姿が⾒られた。
・繰り返し練習できたことで⾃信をもち、普段発⾔の少ない⽣徒が⾃ら挙⼿

して切符の購⼊⼿順を説明することができた。

〈授業者のしかけ〉
 ⼀⼈で切符を購⼊することへの⾃信がもてるよう、着⽬するポイントとして運賃表をホワイトボ
ードに掲⽰したり、タブレット端末で券売機と同様に購⼊⼿順を確認できるようにしたりし、切符
の購⼊練習に繰り返し取り組めるようにした。

授業づくりの実際

⾼等部の授業づくり

 ⾼等部における研究対象授業『D
スタディ』は、「⽣涯学習⼒」を⾼
めることを⽬的とした学習として令
和元年度から実施している。
 令和４年度、この『Dスタディ』
を「⽣涯学習⼒」を⾼めるための探
究型の学習プロセスを導⼊した⽣活
単元学習として提案した。右図に⽰
すよう、Dスタディでは、⽣徒の教
育的ニーズや知的好奇⼼を基盤とし
ながら、問題発⾒、問題解決に向け
た情報の収集、情報の整理・分析、
そして実⾏といった問題解決的な活
動が発展的に繰り返される単元を構
成している。

はじめに

〈授業者のしかけ〉
 ⾒たこと、聞いたことがある情報を⾔語化する活動を通して、その⾔葉をキーワードに調べる活動
へとつなげられるよう、導⼊時に調べる内容をクイズ⽅式で確認した。

クイズを⾏っている様⼦

券売機を模したタッチパネル教材

図８ ⾼等部の「わかはとモデル」
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「⽣涯学習⼒」を⾼める授業づくり

【⽣徒の様⼦】
・「わかりやすく伝えるためのポイント」を基準に、「この⾊にした⽅がよいのではないか」「⽂字の位置

をもう少し変えた⽅がよいのではないか」など、⼀⼈⼀⼈が意⾒を出し合い、それぞれの考えを共有しな
がらより分かりやすい字幕を検討していた。

�Dスタディ⽉グループ お悩み解決！∼運動部からのSOS∼

「わかはとモデル」における特に⾼めたい要素と⽣徒の姿
【⼈と関わる】
・サッカーの練習⽅法について、プロスポーツチームの指導者から教えていただいた内容をわかりやすく伝

えられるように、「わかりやすく伝えるためのポイント」を基準として友達とよりよい字幕の付け⽅につ
いて話し合いながら動画を編集する姿
【挑戦する】
・動画制作アプリを使い、「わかりやすく伝えるためのポイント」を意識し、字体や⾊、⽂字の配置場所な

ど試⾏錯誤しながら字幕を編集する姿

【⽣徒の様⼦】
・スクリーンに映し出された様⼦から「わかりやすさ」についての考

えを伝えたり、友達の意⾒を参考にしながらタブレットで字幕の編
集作業をしたりする姿が⾒られた。

・友達と異なる意⾒を話す際も、相⼿の意⾒を尊重しながら発⾔する
姿が⾒られた。

⽣徒の変容

教師の関わり⽅の変容 今後に向けて

 ⾼等部を卒業した⽣徒の姿から、「⽣涯
学習⼒」を⾼める授業づくりを通して育ま
れた⼒が、社会の中でどのような形で発揮
されているのかを⾒取れるよう、⽣徒の学
び続ける姿を追っていくことが必要ではな
いかと考える。

まとめ

 ⽣涯学習⼒を⾼める授業づくりの過程で、＊「私の応援計画」にある
⽣徒の思い・願いと「わかはとモデル」で⽰される⽣涯学習⼒を⾼める
ための要素が相互に作⽤されたことで、学部全体で⽣徒の「現在」を
「未来」につなぐ「縦のつながり」の意識共有を図ることができた。

〈授業者のしかけ〉
 ⽣徒たちが考えた「わかりやすく伝えるためのポイント」を授業の導⼊時に⼀緒に確認したり、
ポイントを意識できるよう字幕編集をする場所に「わかりやすく伝えるためのポイント」を提⽰し
たりした。

〈授業者のしかけ〉
 ⼀⽅の⽣徒だけの意⾒で話が進んでいかないよう、⽣徒の実
態に配慮したペア編成にした。

・意思表⽰をする場⾯が増えた。
・⾃らやってみようという気持ちが⾒られた。
・⾃⼰解決できないことに対しての援助要請スキルが⾼まった。
・⾃分の好きなことややりたいことを積極的に発信するようになった。
・失敗したときや思い通りにならなかったときに、もう⼀度やってみようとする姿が増えた。
・⽇頃から⽣徒たちで話し合う場⾯が増えた。

・卒業後、⽣徒が豊かに⽣活するために必要な⼒について検討
し、その要素を取り⼊れた授業を考えた。

・「⽣徒が失敗しないように」から「⽣徒が失敗から何を学ぶ
か、どのように⽣かすか」と考えるようになった。

・⽣徒が⾃分の思いや願いを発信しやすいように安⼼して活動
できる環境を整えることを⼤切にした。

話し合いながら字幕を編集する様⼦

＊「私の応援計画」本校では、個別の教育⽀援計画を「私の応援計画」と名付けて教育課程の中⼼に据え、関係者と連携した⽀援を
 ⾏うためのツールとして積極的に活⽤している。
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�「⽣涯学習⼒」を⾼める授業づくり

児童⽣徒の変容

教師の関わり⽅の変容

教師が児童⽣徒に正解を提⽰するのではなく、寄り添うスタンスで⽀援し、児童⽣徒の主体性に任せた
り、考えさせたりする場⾯を設定するようになり、授業のスタイルが変化した。

【⼩学部】
・児童の⼼の動きに注⽬する
・⼦どもの⽬線で思いをくみ取る
・「ヒト・モノ・コト」にどのよ

うに関わっているか⾒る
・「より豊かに⽣きる⼒」へ意識

をもって関わる

【中学部】
・⾒守る⽀援をする
・⽣徒の発信を待つ
・必要最低限のアドバイスをする
・失敗してもよいとする
・⽣徒の発想やアイディアを活か

した授業を展開する

【⾼等部】
・「卒業後の学びがどうなってい

くか」の視点で考え⽀援する
・⽣徒が困ったときに誰かに聞き

に来るまで待つ
・失敗からどのように学び、どの

ように⽣かすか考える

【⼩学部】余暇につながるアイディアを出し合う授業づくり
【中学部】⽣徒同⼠で解決⽅法を考えさせる授業づくり
【⾼等部】卒業後の学びを⾒据えた授業づくり

今後に向けて

研究のまとめ

 「わかはとモデル」を活⽤しながら、つながりミーティングを
通して各学部のつながりを考え、授業づくりに取り組むことがで
きた。学部ごとに授業づくりを進めてきたが、「わかはとモデ
ル」の要素を活⽤したことで、⾃分の学部外の授業を参観した場
合でも、どの要素を⾼めようとしているか、共通理解が得られた
り、学部を越えたつながりについて考えたりすることができた。
 各学部の「⽣涯学習⼒」を⾼める授業づくりのポイントは以下
の通りである。

研究の成果

 「⽣涯学習⼒」を発揮し、学び続ける児童⽣徒を育てていくことを⽬指し「今」できることを考えて指導・
⽀援をしてきた。「今」の実践をすることで児童⽣徒の「将来」がどのように変わっているのかまだ具体的に
分かるものではないが、学校⽣活の中の「今」と「将来」を教師が⾒据え、さらには卒業後の「将来」へつな
ぐことができるような授業実践が必要と考える。そのために本校の特⾊である「私の応援計画」と「わかはと
モデル」をうまく組み合わせていくこと、「⽣涯学習⼒」を⾼める授業づくりを通して育まれた⼒が、社会の
中でどのような形で発揮されているのかを⾒取れるように、⽣徒の学び続ける姿を追っていくことが必要と考
える。

【⼩学部】
・初めての活動でもやってみようとする姿、じっくりと活動に取

り組む姿、⾃分なりの楽しさを⾒付ける姿などが⾒られ、エン
ジョイタイムを楽しみにしている児童が増えた。
【中学部】
・友達とチャレンジする姿、⾃信をもって学級外の友達へ発表す

る姿、失敗してもまた挑戦する姿、分からないことは聞いたり
調べたりする姿などが増えた。
【⾼等部】
・⾃分からの発信する姿、解決⽅法がいろいろあることを知る姿

⾃分で解決できない場⾯で誰かに頼る姿など、⽣徒たち同⼠で
必要な⼿段を使って解決しようとする姿が増えた。

8



�「体験と熟議が⽣み出すつながりの場 ∼秋⽥県⽣涯学習センターの障害者の⽣涯学習への挑戦∼」

発表の記録

秋⽥県⽣涯学習センター 副主幹（兼）学習事業班⻑ 柏⽊ 睦 様

第33回⽇本教育⼤学協会全国特別⽀援教育研究部⾨合同研究集会秋⽥⼤会
令和４年度秋⽥⼤学教育⽂化学部附属特別⽀援学校公開研究協議会
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発表の記録
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�「⽣涯にわたって学び続けていく⼒を育むキャリア教育
 ーいまの学びと将来をつなぐ『対話』の意義と実際ー」

講演の記録

弘前⼤学⼤学院教育学研究科教職実践専攻 教授 菊地 ⼀⽂ 様

第33回⽇本教育⼤学協会全国特別⽀援教育研究部⾨合同研究集会秋⽥⼤会
令和４年度秋⽥⼤学教育⽂化学部附属特別⽀援学校公開研究協議会
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講演の記録
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